


例　言

１　本書は、静岡県浜松市西区西鴨江町および志都呂町における浜松市西都土地区画整理

事業に先立ち実施した、坊ヶ跡（ぼうがいと）遺跡の調査報告書である。坊ヶ跡遺跡は、

2001年から2002年にかけて、本格的な調査が実施されていることから、今回の調査は

２次調査とした。

２　発掘調査（整理作業）は浜松市西都土地区画整理組合の委託により、浜松市教育委員

会の指導（浜松市生活文化部生涯学習課文化財担当が補助執行）のもと、財団法人浜松

市文化振興財団が実施した。調査担当は、安藤憲（浜松市生活文化部生涯学習課文化財

担当）である。

３　調査期間　現　地　調　査　　2008年 1月 10日～同年 1月25日

整理・報告作業　　2008年 6月 24日～同年12月25日

４　調査面積　約６０７㎡

５　本書の執筆は安藤憲が担当した。

６　調査の記録、出土遺物は浜松市生活文化部生涯学習課文化財担当が保管している。
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第１図　坊ヶ跡遺跡周辺遺跡分布図



１　遺跡の環境
地理的環境 坊ヶ跡遺跡は、三方原台地の南西端、浜松市西鴨江町坊ヶ跡（ぼうがいと）

に位置する。遺跡が立地する台地の直下には、西鴨江町および志都呂町の集落があり、集

落に沿って東西にはしる道路は雄踏街道と通称されている。

静岡県西部に位置する三方原台地は、浜北市堀谷付近を基点とする洪積台地である。台

地南部には、侵食によって複雑に入り組んだ谷が発達し、多くの遺跡が確認されている。

坊ヶ跡遺跡もこの侵食谷によって樹枝上になった台地の一角を占め、海岸平野を見下ろす

ように立地している。

一方、台地下の平野は海岸まで３～４㎞の幅で、微高地と低湿地が海岸線と平行に交互

に並んでおり、これまで確認されている多くの遺跡は、比較的安定した地盤である微高地

に位置している。低湿地の部分は、現在は埋め立てられて市街化しているが、本来はきわ

めて水はけの悪い場所で、水田などに利用されることが多かった。

歴史的環境　縄文時代 西鴨江・志都呂の周辺では、佐鳴湖西岸の前山遺跡や大平遺跡、

大平北遺跡、神ヶ谷町山の神遺跡などが知られる。また、近年、東前遺跡や角江遺跡など、

台地下の低湿地で縄文土器が検出される例が増えつつある。

弥生時代 この地域に水田稲作が定着した中期から後期にかけて、台地直下の砂堤列上

の角江遺跡では、墓域や水田などの遺構とともに、大量の土器や土製品、農耕具を中心と

する多様な木製品、石器など膨大な遺物が見つかっている。そのほかに、３重の環濠をも

つ伊場遺跡をはじめとする伊場遺跡群、東前遺跡、鹿小路遺跡などが知られる。また、台

地上の中平遺跡では、方形周溝墓と竪穴住居跡が検出されている。しかし、終末期までに、

これらは縮小あるいは廃絶されてしまった。

弥生・古墳移行期 台地上には西から坊ヶ跡遺跡、中平遺跡、大平遺跡があり、多くの

竪穴住居跡群や掘立柱建物跡、いくつかの方形周溝墓が検出されている。また、平野部の

鹿小路遺跡や西脇遺跡でも土器が確認されている。

古墳時代 中期から後期にかけて伊場遺跡、中薄遺跡、八反田遺跡が知られる。一方、

古墳は、中期には台地端の丘陵上につくられ、大型円墳の入野古墳や、佐鳴湖北側の狐塚

古墳、妙法塚古墳があげられる。後期になると富塚周辺や雄踏町に分布し、終末期には台

地の縁辺部に多くの群集墳がつくられた。

奈良・平安時代 律令国家の成立とともに、地方行政制度が整えられ、西鴨江・志都呂

は遠江国敷智郡に属した。伊場遺跡群からは木簡や墨書土器などの文字資料が大量に得ら

れ、遺跡群内に敷智郡衙が存在したことが想像される。当時の集落としては、佐鳴湖東岸

の又七遺跡、西岸の村前山遺跡が知られている。

鎌倉・室町時代 荘園が展開され、14世紀には浜松荘内に西鴨江村の名が見られる。角

江遺跡では、水田や井戸、雄踏街道の前身と思われる道状遺構が検出された。前山遺跡で

は、鎌倉時代の溝で囲まれた集落が報告されている。

江戸時代以降 西鴨江・志都呂は稲作を主、畑作を従とする農村で、洪水などの自然災

害にたびたび悩まされていた。台地上は畑や墓所に利用され、居住する土地ではなくなっ

ていき、坊ヶ跡・中平遺跡からは地境と思われる溝が多数検出されている。
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第２図　区画整理用地内遺跡分布図
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第３図　発掘調査区位置図



２　調査に至る経緯
約25年前、西鴨江町・志都呂町で土地区画整理事業の計画がもち上がった。1983年に

事業計画用地内の遺跡分布調査を実施し、東前遺跡の存在を確認した。その後、西鴨江

町・志都呂町内の台地上から低地の水田地帯約75.3haを対象とする土地区画整理事業計画

が進展し、事業用地内の埋蔵文化財の取り扱いについて協議が進められた。そして、坊ヶ

跡遺跡、東前遺跡、中脇遺跡、西脇遺跡の範囲確認調査を実施した上で、事業で消滅する

部分については記録保存のための事前調査を実施する方向で調整が進められた。

坊ヶ跡遺跡では、対象面積23,900㎡の範囲に11箇所のトレンチを設定し、遺構・遺物の

有無を確認した。その結果、遺跡の範囲は対象地全域に及ぶことが確認され、2001年9月

から2002年12月にかけて現地調査（１次調査）を実施した。対象地面積23,900㎡のうち、

約23,000㎡について現地調査を完了したが、約900㎡は調査が実施できず、懸案として残

った。１次調査では、縄文時代後期から江戸時代に至るまでの遺構遺物が大量に検出され

たが、特に弥生・古墳移行期において、竪穴住居跡120軒以上、掘立柱建物跡50棟以上、

方形周溝墓４基など多数の遺構が確認された。そして、同じ台地の東隣りに展開する中平

遺跡と合わせ、大規模な集落が広がっていたことが明らかになった。

今回、懸案だった未調査区域２箇所（Ａ・Ｂ区）の造成が計画されたため、攪乱の事実

があるＡ区について2007年8月9日に試掘調査を実施した。対象地は深さ70～80㎝にわた

り、大きく攪乱され遺構は残存していなかったが、前回調査との接続地にあたる縁辺部分

には、「コ」の字型に遺物包含層が残存していることが判明した。試掘調査の結果をふま

え、Ａ区の縁辺部とＢ区について発掘調査を実施することが決定された。発掘調査は、（財）

浜松市文化振興財団が受託し、浜松市教育委員会（浜松市生涯学習課文化財担当が補助執

行）が調査指導にあたった。発掘調査は2008年1月に実施した。調査面積は607㎡である。

３　調査経過
調査区の設定 調査区は１次調査区内北寄りにあたり、２箇所に分かれていることから、

南側調査区をＡ区、北側調査区をＢ区とする。なお、測量にあたり、座標は西都土地区画

整理事業（仮換地用）日本測地系を既知点とした。

遺存状況 Ａ区においては、幅約２ｍのコの字型に地山面まで掘削し、遺構検出に努め

た。地山層上面までの深さは比較的浅く、表土の堆積は30～40cm程度であった。調査区

の幅が狭く、全般的に遺存状態が悪いこともあり、遺構の関連性を理解するのに苦労した。

一方、Ｂ区においては、既に遺物包含層は完全に削られ、山砂に入れ替えられていたため、

攪乱穴が見つかっただけで、全く遺構や遺物を確認することはできなかった。

調査経過　＜2008年1月＞

9日（水） コンテナハウスと簡易トイレを設置し、発掘機材を搬入する。

10日（木） 重機による表土除去工事、Ａ区ならびにＢ区西半分を終了する。Ａ区の遺

構検出を行い、南北両側で竪穴住居の壁溝・炉跡や多くの小穴、東側で中近

世の溝を確認、南西側から遺構精査と並行して平面図の作成に取り掛かる。

壁溝や排水溝、小穴内から古式土師器片が出土した。測量業者により、水準

点と基準点の設置作業が行われた。発掘前現況写真を撮影する。
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第４図　調査区（Ａ区）全体図



11日（金） 前日に引き続き、重機による表土除去工事、残りのＢ区東半分を行い、完

了する。Ａ区東・北側の遺構精査を実施、北側の遺構からは古墳時代前期の

土師器片が多数出土した。円形貼付文壺や二重口縁壺が含まれる。

Ａ区南側・東側の全体写真を撮影する。トータルステーションを用い、南

側と東側の平面図を作成する。

15日（火） Ｂ区の遺構検出を行うが、遺構包含層は完全に削り取られていた。

Ａ区北側の全体写真ならびに、遺構写真を撮影する。Ａ区北側の平面図を

作成する。

16日（水） Ｂ区の全体写真を撮影し、平面図を作成する。１次調査と接続するＡ区に

ついて、１次調査との整合性を確認しながら補足調査を行う。

17日（木） 出土遺物と発掘機材を神原町埋蔵文化財調査事務所へ撤収した。

25日（金） 現地のコンテナハウス、トイレ等を撤去した。

４　検出遺構
検出遺構の概要（第4図・第5図） 検出した遺構はすべてＡ区内で、竪穴住居跡４軒、

溝15条、土坑１基、小穴67基である。そのうち遺物を伴う遺構は、竪穴住居跡３軒、溝

８条、土坑１基、小穴18基であった。竪穴住居跡のうち、３軒は１次調査で部分的に検出

された竪穴住居跡に接続するもので、残りの１軒は新たに検出されたものである。したが

って、竪穴住居跡№は１次調査と対応させて表す。いずれの竪穴住居跡も柱穴を確認する

にはいたらなかったが、SB39とSB126では炉跡を検出した。溝については、竪穴住居跡の

壁溝もしくは排水溝と考えられるものが多い。ただし、東側の溝（SD6･7）は、１次調査の
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第５図　調査区Ｂ区全体図



SD95･96に接続することか

ら、鎌倉時代の区画溝で畑

地を区画する溝、あるいは

道路に関連した溝と考えら

れるが、遺物は出土しなか

った。小穴については南西

部分に集中していたが、関

連性は分からなかった。未

確認の掘立柱建物跡がある

のかもしれない。Ｂ区につ

いては、遺物包含層は完全

に削り取られ、山砂に入れ

替えられていたため、遺構

や遺物は全く確認できなか

った。

SB09（第6図） 遺存状

態が悪く、柱穴や炉跡は確

認できない。SD15が１次調

査で確認された東辺の壁溝

に接続することが確認され

た。西側には、１次調査で

確認された壁溝にならうよ

うに、方向が一致しない掘

り方が見つかり、重複する

別の竪穴住居跡があった可

能性が高まった。SB09から

は1～6（台付甕、高坏、壺、

甕）、範囲内の小穴（58）か

らは24の遺物が出土した。

また、SB09の西側約６ｍの

辺りに炉跡が確認され、竪

穴住居跡が存在したと考え

られるが、その他の痕跡を

確認するには至らなかった。

SB39（第6図） １次調

査では南角付近の掘り方を

確認するにとどまったが、

今調査で東側の掘り方と西

側の壁溝（SD01）の一部を検

出した。さらに、貼り床と
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第６図　SB09・39実測図



南北方向４箇所に分散した焼土が検出

され、SB3 9の存在は明確になった。

SB40と一部重複しているが、切り合い

関係からSB40が先行していると判断で

きる。SB39からは、台付甕台部（8）小

型壺口縁部（9）が出土している。

SB40（第7図） 耕作が深くまで及

んでおり遺存状態が悪い。東側で壁溝

の一部と思われる溝（SD02）を確認で

きたが、１次調査で見つかっている西

側壁溝の続きを確認することはできな

かった。SB40は東西長4.8ｍの規模であ

る。また、床面には小穴が数多く確認

できたが、柱穴に結び付くと思われる

ものはなかった。SB40と範囲内の遺構

から遺物は出土していない。

SB126（第7図） １次調査では確認

されなかった竪穴住居跡である。西側

の壁溝（SD12）と南東角の壁溝と思わ

れる溝（SD10）を確認した。さらに、

中央南寄りに炉跡を検出した。部分的

に確認された壁溝からかろうじて東西

長5.8ｍ、南北長5.0ｍの規模であること

が推測される。ただし、東西に扁平で

あることから西側壁溝と平行な溝

（SD11）が東側壁溝として対応する可能

性や、SD11にともなう重複する別の竪

穴住居跡が存在する可能性が考えられ

る。SB126からは7（二重口縁壺）、範囲

内のSD10からは14（高坏脚部）、SP44

からは23（甕口縁部）が出土している。

SD04･14 SD04は、１次調査のSD84に接続し、

SD14は１次調査のSD22に接続することが確認できた。

これらの溝は、方向や傾斜を考えると、南から北へ流

れる排水溝としてつながる可能性が高いと思われる。

SD04からは10（高坏坏部）11（たたき甕）、SD14から

は17～22（台付甕､高坏､小型壺等）が出土している。

その他の遺構 上記の遺構以外に遺物の出土した溝（SD）､土坑（SK）､小穴（SP）を検

出している。その中で図示できる遺物が出土した遺構にはSD09（12：高坏坏部，13：小型丸

底壺）SD13（15：円形貼付文壺）がある。
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番号 

SB09 

SB39 

SB40 

SB126

Ａ区 

Ａ区 

Ａ区 

Ａ区 

東西 

6.7 

― 

4.8 

5.8

南北 

― 

― 

― 

5.0

区 

― 

― 

― 

29.0

面積 

柱穴なし 

柱穴なし 

柱穴なし 

柱穴なし 

備考 
規模 

第７図　SB40・126実測図

第１表　竪穴住居
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第８図　出土遺物実測図



５　出土遺物（第8図）
出土遺物は、すべて古式土師器である。

1～6は、SB09から出土した遺物である。1は壺口縁部、2,3は壺底部、4は大型甕口縁部、

5は台付甕台部、6は高坏坏部である。

7は、SB126から出土した遺物で、二重口縁壺口縁部である。

8,9は、SB39から出土した遺物である。8は小型壺口縁部、9は台付甕台部である。

10,11は、SD04からの出土遺物である。10は高坏坏部（元屋敷型）、11はたたき甕胴部

である。

12,13は、SD09からの出土遺物である。12は高坏坏部、13は小型丸底壺底部である。

14は、SD10からの出土遺物で、高坏脚部である。

15は、SD13からの出土遺物で、円形貼付文壺である。

16～22は、SD14からの出土遺物で、16は甕口縁部、17～21は台付甕台部、22は小型壺

底部である。

23は、SP44からの出土遺物で、甕口縁部である。

24は、SP58からの出土遺物で、壺底部である。

25,27は、Ａ区北東部内側角の遺構面上面からの出土遺物である。25は高坏坏部、27は

台付甕台部である。

26は、排土中から見つかった遺物で、高坏脚部である。

６　まとめ
１次調査で実施できなかった約900㎡の内、83％に当たる約750㎡（深耕による攪乱が

確認され、調査をしなかった約300㎡を含む。）が攪乱され、遺構や遺物包含層が残って

いなかったのは非常に残念である。残りの約150㎡についても、調査区の幅が狭く、遺構

の遺存状態が悪かったため、検出した遺構の性格を理解するのに苦労した。しかし、１次

調査の記録を手掛かりに出土遺構を検討したところ、概ね整合性のとれる検出状況であり、

調査区は弥生・古墳移行期を中心とした集落の一角であることが確認できた。

竪穴住居跡については、１次調査と接続するべき遺構が検出できない部分もあったが、

明確になっていなかった４軒の竪穴住居跡が明らかになったことは、大きな成果だったと

いえる。４軒の竪穴住居跡は、本遺跡では一般的な形態で、しかも平均的な規模である。

坊ヶ跡遺跡で確認された竪穴住居跡は、全部で131軒（内、弥生・古墳移行期126軒）に

なった。

今回の調査で、西都土地区画整理事業に伴う坊ヶ跡遺跡の発掘調査はすべて終了したが、

同時代の集落は、中平遺跡の北側にも大きく広がっており、集落域の全貌は明らかになっ

てはいないことから、今後の調査にも期待される。

参考文献

（財）浜松市文化協会　2004『坊ヶ跡遺跡』
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番号 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27

29 

29 

29 

29 

29 

29 

28 

15 

15 

14 

14 

23 

23 

24 

25 

26 

26 

26 

26 

26 

26 

26 

19 

32 

02 

35 

02

Ａ区 
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SD14 
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壺 

壺 

壺 
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台付甕 

高坏 

壺 
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高坏 
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高坏 
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甕 
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良 

不良 
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良 

良 
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不良 
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不良 
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良 
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やや不良 
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不良 

良 
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良 

良 
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良 
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密 

密 

密 
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密 

密 

密 

密 
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底部 

口縁 
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取上 
番号 区 

遺構 
層位 
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1 発掘完了Ａ区北側（北西から）

2 発掘完了Ａ区南側（南東から）

図版 1
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1 発掘完了Ａ区東側（南西から）

2 発掘完了Ｂ区全景（北西から）

図版 2
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1 SB39（西から）

2 SB126（北西から）

図版 3
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1 出土遺物

2 出土遺物

図版 4

－ 16 －

1

2

3

4

5

6

7 8
9

10 11 12 13

14
15

16

17

18

19

20 21

22

23 24 25

26

27



書名（ふりがな） 

編著者名 

編集機関 

発行機関 

坊ヶ跡遺跡２次　（ぼうがいといせき２じ） 

安藤　憲 

発行年月日 2008年12月25日 

浜松市教育委員会  

　〒430-0929  浜松市中区中央1-2-1　イーステージ浜松オフィス棟 

浜松市生活文化部生涯学習課文化財担当 

　（浜松市教育委員会の補助執行機関） 

　〒430-0946　浜松市中区元城町103-2 

　　　　　　　TEL（053）457-2466　FAX（053）457-2563

財団法人　浜松市文化振興財団  

　〒430-7790　浜松市中区板屋町111番地の1 

　　　　　　　TEL（053）451-1151　FAX（053）451-1123

遺跡名 

所収遺跡名 

坊ヶ跡遺跡 

主な時代 

古墳時代前期 

主な遺構 

竪穴住居跡 

主な遺物 

古式土師器 

特記事項 

古墳時代前期（前半）の 

大規模集落 

種別 

集落 

所在地 

静岡県 

浜松市西区 

西鴨江町 

調査期間 

2008年 

１月10日 

　～25日 

調査原因 

土 地 区 画  

整 理 事 業  

ふりがな 

坊ヶ跡遺跡 

ぼうがいと 

コード 

市町村 

22202

遺跡番号 

3-05-40

北緯 

°′″ 

34° 

42′ 

13″ 

調査 

面積 

706 

㎡ 

東経 

137° 

39′ 

40″ 

2008年12月25日発行 

編集機関　浜松市教育委員会 

　　　　　（浜松市生涯学習課文化財担当） 

発行機関　財団法人　浜松市文化振興財団 

印　　刷　中部印刷株式会社 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


